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半田市観光マスコット
キャラクター「だし丸くん」

第1回 MUSIC SUMMIT HANDA
「知多半島春の音楽祭2015」のフィナーレイ
ベントとして、3月7日～15日、市内初の大型音
楽イベント「第1回MUSIC SUMMIT HANDA」
が開催されたダシ。元力士でハワイを代表する
シンガーKONISHIKIさんなどを始め、期間中、
クラシックやジャズ、ポップスなど、市内の至る
所で世界の良質な音楽が鳴り響いたダシ。

● 半田市議会議員一般選挙 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
● 特集「地域包括ケアシステムを知ろう」 ・・・・・４
● ピックアップ情報 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６
● 市政ニュース ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５
● 情報コーナー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０
● 大作戦レポート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５

市報市報だんは だんは

※今月の「だし丸くんレポート」はお休みします。※今月の「だし丸くんレポート」はお休みします。

「音楽」で半田の魅力を
BRUSHUP!!

ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ

「音楽」で半田の魅力を
BRUSHUP!!

ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ
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4月26日（日） ７時～２０時
半田市議会議員一般選挙の投票日です

【問合わせ】 半田市選挙管理委員会　８４-０６１３

今年３月から５月にかけて、全国的に任期
が満了となる市議会議員等の選挙が統一
して行われます。

半田市の市議会議員一般選挙は、４月１９
日（日）告示、４月２６日（日）投票で、市内２８
か所の投票所で行われます。

開票は投票日の２１時１５分から、さくら小
学校体育館で行われます。開票状況は、市
ホームページに掲載しますので、ご覧くだ
さい。

次のいずれにも該当する方
①平成７年４月２７日以前に生まれた方で
②半田市内に住所を有する方
（平成２７年１月１８日以前に転入届をし、引き続き住民基本台帳に記録されている方）

※投票日前までに半田市外へ転出された方は投票できません。

該当される方には、投票所入場券を郵送します。投票所入場券は、世帯ごとに５名まで記載さ
れています。投票所へお越しの際は、切り離してお持ちください。

投票できる方（選挙資格）

投票所入場券を郵送します

■選挙公報を配布します
選挙公報は、郵便受けへの投函などにより配布します。また、市内公共施設にも設置します。

■車いすの必要な方へ
投票所には、車いすが配備されておりません。投票の際に車いすが必要な方は、事前に選挙
管理委員会（総務課）までご連絡ください。

■投票・開票速報
投票・開票状況は、順次、市ホームページに掲載しますので、ご覧ください。

統 一 地 方 選 挙

未来を託す この一票
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●
期
間　

４
月
20
日
（月）
〜
25
日
（土）

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
20
時

●
場
所　

半
田
市
役
所　

期
日
前
投
票
所

　
　
　
　

（
１
階　

多
目
的
ル
ー
ム
）

※

投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※

車
で
お
越
し
の
際
は
、
半
田
病
院
立
体

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
仕
事
ま
た
は
用
務
な
ど
の
た

め
に
投
票
で
き
な
い
方
は
、
投
票
日
前
で

あ
っ
て
も
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
の
際
に
は
「
宣
誓
書
」
に
氏
名
な

ど
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
以
外
で
、
次
に
該
当
す
る

場
合
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
選
挙
人
名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村
（
半

田
市
）
以
外
に
滞
在
し
て
い
る
場
合

②
不
在
者
投
票
所
の
指
定
を
受
け
た
病

院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
ま
た
は

入
所
し
て
い
る
場
合

③
投
票
日
に
は
選
挙
権
を
有
す
る
が
、
期

日
前
投
票
を
行
お
う
と
す
る
日
に
は
選

挙
権
が
な
い
場
合
（
例
え
ば
、
選
挙
期

日
前
は
20
歳
未
満
の
方
）

④
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
身
体

障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、
次
に
該
当
す
る
場
合

・
両
下
肢
、
体
幹
の
障
が
い
が
１
級
ま
た

は
２
級
の
方
（
戦
傷
病
者
手
帳
の
場
合

は
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
）

・
移
動
機
能
の
障
が
い
が
１
級
ま
た
は
２

級
の
方

・
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ

う
・
直
腸
・
小
腸
の
障
が
い
が
１
級
ま

た
は
３
級
の
方
（
戦
傷
病
者
手
帳
の
場

合
は
特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症
ま
で
）

・
肝
臓
の
障
が
い
が
１
級
〜
３
級
の
方

（
戦
傷
病
者
手
帳
の
場
合
は
特
別
項
症

か
ら
第
３
項
症
ま
で
）

・
免
疫
の
障
が
い
が
１
級
〜
３
級
の
方

・
介
護
保
険
法
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護

５
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

※
④
に
該
当
し
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
を
行
う
方
は
、
事
前
に
交
付
を
受
け

た
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

代
理
記
載
に
よ
る
不
在
者
投
票

④
の
該
当
者
で
次
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め

届
け
出
た
代
理
の
方
（
選
挙
権
の
あ
る

方
に
限
る
）
に
投
票
用
紙
な
ど
へ
の
記

載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
身
体
障
が
い
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視

覚
の
障
が
い
の
程
度
が
１
級
と
記
載
さ

れ
て
い
る
方

・
戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚
の

障
が
い
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２

項
症
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

※

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
利
用
さ
れ

る
場
合
、
投
票
用
紙
は
4
月
22
日
（水）
　17

時
ま
で
に
、
半
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
）
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

投票所一覧

有　　脇

亀 崎 東

上　　池

有脇公民館

亀崎公民館

投　票　所

亀崎小学校体育館

新　　居

乙 川 東

亀 崎 中

亀 崎 西

投 票 区

乙川公民館

乙川小学校体育館

岩滑小学校体育館

修農公民館

乙川交流センターニコパル

乙川東小学校体育館

亀崎中学校体育館
（クラブハウス）

上池公民館

新居区民館

横川小学校体育館

新居町２-６３

乙川西ノ宮町３-５９-１

大池町３-１

花田町３-１

大伝根町１-１１-１

上池町５-４３-５

有脇町５-１-１

所　在　地 投　票　所投 票 区 所　在　地

亀崎町７-９６-１

亀崎高根町５-４０

亀崎月見町３-１０

半田中学校体育館

乙 川 南

岩滑新田

岩　　滑

乙 川 北

乙 川 中

半 田 北

岩滑高山町５-５５

乙川北側町１-１

平井町７-４３

横　　川

岩滑東町５-８０

半 田 中

住 吉 西

宮　　池

半田小学校体育館

西区民館

雁宿小学校体育館

青　　山

花　　園

半田南※

板　　山

半 田 東

成岩小学校体育館

ならわウイング

白山保育園

協和区民館

成岩幼稚園

花園小学校体育館

半田市役所

板山公民館

宮池小学校体育館

青山中学校体育館

宮池会館

板山町１-１００-１１

青山５-６-１

成岩本町２-１

有楽町２-１２５

花園町３-５-１

宮本町４-１０６-１

南二ツ坂町２-１-１

勘内町１

泉町５４

東洋町２-１

清城町１-５-２

成 岩 中

協和東※

協 和 西

成 岩 南

成 岩 東

白山町４-１２９

昭和町３-８

協和町２-１１２

西 成 岩

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

次の２か所の投票所を変更します。お間違えのないようお出かけください。
①半田南投票区：山ノ神共集館から「西区民館」に変更します。
②協和東投票区：協和保育園から「協和区民館」に変更します。

投票所を変更します
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５
人
に
１
人
は
６５
歳
以
上

半
田
市
も
少
子
超
高
齢
社
会
！

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の

在
宅
生
活
を
支
え
る
し
く
み

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が

め
ざ
す
姿

最
近
、話
題
の〝
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
〞と
は
？

本
市
の
高
齢
化
率
は
、
平
成
26

年
10
月
現
在
22
・
２
％
で
、
団
塊

の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る
平
成
37

年
（
２
０
２
５
年
）
に
は
、
25
・

３
％
と
な
り
、
４
人
に
１
人
が
高

齢
者
に
な
る
と
推
計
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
だ
け
の
世

帯
が
増
え
る
と
と
も
に
、
認
知
症

な
ど
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
今
後
10
年

間
を
目
途
に
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
支
え
合
い
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
し
く
み
づ
く
り
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

と
は
、
自
宅
な
ど
の
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
「
医
療
・
介

護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支

援
」
の
５
つ
の
サ
ー
ビ
ス
が
別
々

に
提
供
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
互

い
に
連
携
し
な
が
ら
在
宅
で
の
暮

ら
し
を
支
え
る
し
く
み
で
す
。

将
来
的
に
は
高
齢
者
に
加
え
、

子
ど
も
・
子
育
て
、
障
が
い
者
福

祉
、
生
活
困
窮
者
支
援
な
ど
に
お

い
て
も
重
要
な
し
く
み
と
な
り
ま

す
。地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、

医
療
保
険
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
公

的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
構
成
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
市

民
の
み
な
さ
ん
が
生
き
が
い
を
持

っ
て
暮
ら
し
、
自
ら
の
健
康
維
持

に
努
め
る
こ
と
」
「
ご
近
所
同
士

が
見
守
り
、
支
え
合
う
こ
と
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
自
治
会

な
ど
の
住
民
組
織
に
参
加
す
る
こ

と
」
「
地
域
の
商
店
や
民
間
企
業

も
支
え
合
い
に
参
加
す
る
こ
と
」

な
ど
も
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
大
切

な
構
成
要
素
で
す
。

ま
た
、
地
域
の
元
気
な
高
齢
者

も
そ
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
本
人
の
生
き
が

い
や
介
護
予
防
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
か
ら
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
様
々

な
形
で
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
、

互
い
に
支
え
合
う
し
く
み
を
作
っ

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

6
〜
7
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

「
半
田
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
第
６
介
護
保
険
事
業
計
画
」

は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
基
本
理
念

と
し
た
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
】 

高
齢
介
護
課　


８
４
│

0
6
4
4

人
生
最
期
ま
で
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
す 

〜
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
知
る
〜

地域包括ケアシステムの姿

病気になったら…医療

相談

いつまでも元気に
暮らすために…地域

介護

■日常の医療
　・かかりつけ医
　・地域の連携病院
■急性期病院
■回復期リハビリ病院

■半田市包括支援センター
■ケアマネジャー
■市役所

住まい

介護が必要になったら…

■在宅系サービス
　・訪問介護・訪問看護・通所介護
　・24時間対応の訪問サービス
■介護予防サービス
■施設・居住系サービス
　・介護老人福祉施設
　・認知症共同生活介護

■生活支援
　・助け合い、見守り
■介護予防
　・生きがいづくり、
　　社会参加、就労
　・病気予防、健康づくり

■自宅
■サービス付き高齢者向け住宅等

通所・入所

通院・入院

シリーズ
第1回

老人クラブ・ボランティア・自
治区・民間企業・半田シルバ
ー人材センター等

※地域包括ケアシステムは、おおむ
ね３０分以内に必要なサービスが提
供される日常生活圏域（具体的に
は中学校区）を単位として想定。
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人生最期までこのまちで暮らす ～地域包括ケアシステムを知る～

5 ※このシリーズは、毎月１回、１日号でお届けしていきます。次回は「認知症と向き合う」です。

■半田市の高齢者１人を支える現役世代の人数

■わが国は「肩車型」社会へ

半田市も高齢者が増えているのですか？若い人たちの負担が増えて、将来
は大丈夫でしょうか？
（女性、昭和２１年生まれ、６８歳）

Ｑ

Ａ 現在、６５歳以上の「高齢者」を支える現役世代は、高齢者１人あたり２.６人
で、今後はさらに少なくなると予測しています。
６５～７４歳の方々は統計上、「高齢者」に含みますが、実際は元気な方が多
く、今後も運動や食事に気を付けるなど、健康維持に努めてください。また
ご自身の介護予防として、高齢者の見守りや助け合いなどのボランティア
活動に参加し、支える側になっていただくことも大切な考え方です。

正直、自分の老後は不安です。住み慣れた我が家で過ごしたいとも思う一
方で、家族に迷惑をかけてしまうことも気がかりです。
（男性、昭和１１年生、７８歳）

Ｑ

Ａ 半田市にお住まいの高齢者を対象とした調査では、自宅での介護を希望
している人は４０％、施設での介護を希望している人は１６％です。一方、
「わからない」と回答した人と「無回答」を合わせると４３％です。約４割の
方はまだ実感がわかない、ということでしょうか。
自宅で療養しながらの生活は、適切に介護サービスや在宅医療を利用す
れば可能です。また、今の生活を保つための介護予防や人生の最期への
事前準備である「終活」も注
目されています。
在宅生活のための相談窓
口、介護予防や終活の講座・
講演会について、市役所や保
健センター、半田市包括支援
センターなどで情報をお届
けしています。

年代
（将来は予測値）

４０年前
（昭和50年）

65歳以上１人に対する
20～64歳の数

現在
（平成26年）

２０年前
（平成６年）

2.0人

２０年後
（平成47年）

2.6人８人 5.4人

■希望する介護形態

資料：健康とくらしの調査

家族などに自宅で
介護してほしい
《16%》

サービス利用し
自宅で介護して
ほしい
《24%》

特養や老人保健
施設等に入所したい
《16%》

わからない《25%》

その他《1%》

無回答《18%》

1965年
【胴上げ型】

元気な高齢者は地域の担い手へ
65歳以上1人に
対して20～64歳は9.1人

2050年
【肩車型】

65歳以上1人に
対して20～64歳は1.2人

2012年
【騎馬戦型】

65歳以上1人に
対して20～64歳は2.4人

シリーズ
第1回

健康づくり
介護予防
社会参加
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計
画
の
期
間

基
本
理
念

基
本
方
針

人
口
の
推
移

平
成
２７
年
度
〜
２９
年
度

（
３
年
間
）

半田市高齢者保健福祉計画・
第６期介護保険事業計画を策定しました

【問合わせ】 高齢介護課　８４-０６４９

市
で
は
、
老
人
福
祉
法
・
介
護

保
険
法
な
ど
に
基
づ
き
、
み
な
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
や
健
康
と
く
ら

し
の
調
査
（
平
成
25
年
度
実
施
）

な
ど
を
参
考
に
、
「
半
田
市
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
第
６
期
介
護

保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。「

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
支
え

あ
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
〜
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
目
指
し
て
〜
」
を
基

本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
に

お
い
て
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
・
生
活
支
援
の
５
つ
の
サ

ー
ビ
ス
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

構
築
を
平
成
37
年
ま
で
に
目
指

し
、
地
域
住
民
や
関
係
機
関
と
の

協
働
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

本
計
画
は
、
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
見
据
え
、

左
図
の
５
つ
の
基
本
方
針
を
定

め
、
こ
れ
に
沿
っ
た
施
策
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

本
市
に
お
け
る
人
口
の
推
移

は
、
平
成
21
年
か
ら
平
成
26
年
ま

で
、
微
減
傾
向
で
推
移
し
て
い
ま

す
が
、
高
齢
者
人
口
は
、
２
２
，

６
４
７
人
か
ら
２
６
，３
７
４
人

と
な
り
、
３
，７
２
７
人
（
16
・５

%
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
37
年
の
人
口
推
計

で
は
、
全
体
の
人
口
は
、
減
少
が

見
込
ま
れ
る
の
に
対
し
、
高
齢
者

人
口
は
２
９
，６
９
４
人
に
増
加

す
る
見
込
み
で
、
高
齢
化
率
は

25
・
３
%
、
４
人
に
１
人
が
高
齢

者
と
な
り
超
高
齢
社
会
が
さ
ら
に

進
行
す
る
状
況
が
予
測
さ
れ
ま

す
。

基 本 方 針

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、支
え
あ
い
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

Ⅰ 地域包括ケアシステムの体制整備
高齢者が可能な限り住み慣れた地域で自分らしい暮ら

しを続けることができるよう地域包括ケアシステムの構
築を目指し、そのための体制整備に取り組みます。

Ⅱ 社会参加による介護予防の推進（介護予防）
元気な高齢者が、介護予防などの高齢者支援サービス

の担い手となり、生きがいを持ち活躍できる地域づくりな
どを進めます。

Ⅲ 認知症高齢者のための支援の充実（認知症地域支援）
認知症の早期発見・早期対応、家族などの介護者の相談

や支援体制の整備などを進めます。

Ⅳ 地域で安心して暮らすための支援の充実（生活支援）
高齢者が安心して暮らせるための生活支援サービスの

充実や、新しい総合事業に向け、サービス提供主体の発掘
など必要な取り組みを実施します。

Ⅴ その人に合った介護保険サービスの提供（介護保険）
今後も認定者数や認定率の増加が見込まれるなか、制

度改正を適正に実施し、利用者により一層適したサービス
の提供に努めます。

基
本
理
念
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計
画
書
を
閲
覧
で
き
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を
ご
報
告
し
ま
す

意意 答

答

第
６
期
介
護
保
険
料
基
準
額

第
６
期
（
平
成
27
年
度
〜
29
年

度
）
の
介
護
保
険
料
基
準
額
（
月

額
）
は
４
，９
３
０
円
で
、
第
５

期
と
比
べ
50
円
の
減
額
と
な
り
ま

す
。第

１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上

の
方
）
の
介
護
保
険
料
は
、
市
町

村
ご
と
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
費
用
を
算
定
し
た
う
え
、
前

年
の
所
得
に
よ
り
負
担
能
力
に
応

じ
て
段
階
的
に
設
定
さ
れ
ま
す
。

本
市
の
第
６
期
の
介
護
保
険
料

は
、
国
の
所
得
段
階
の
見
直
し
に

伴
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
質
12
段

階
か
ら
11
段
階
に
変
更
し
つ
つ
、

引
き
続
き
負
担
能
力
に
応
じ
た
設

定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
介

護
給
付
費
準
備
基
金
を
取
り
崩
す

こ
と
に
よ
り
、
第
５
期
と
比
べ
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
の
制
度
改

正
に
よ
り
、
国
・
県
・
市
が
新
た

に
公
費
を
投
入
し
、
低
所
得
者
の

負
担
軽
減
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま

す
（
第
１
段
階
の
保
険
料
率
を

０・
05
軽
減
）
。

平
成
26
年
12
月
〜
平
成
27
年
１

月
に
、
計
画
（
案
）
に
対
す
る
意

見
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
ご
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る

市
の
考
え
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
意
見
数　

２
通
９
件

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
て
の
ご

意
見
（
要
旨
）
と
市
の
考
え
方

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
「
自
助
」「
互
助
」「
共
助
」「
公

　
　

助
」に
お
け
る「
自
助
、互
助

が
原
則・大
前
提
」と
い
う
記
載
に

つ
い
て
、
介
護
保
険
法
な
ど
の
規

定
に
よ
り
、
個
人
の
「
介
護
予

防
」
や
「
健
康
の
保
持
増
進
に
努

め
る
」
こ
と
と
、
「
保
険
医
療
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
」
は
並
列
扱

い
で
あ
る
た
め
、
適
切
な
表
現
に

訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

今
後
の
さ
ら
な
る
高
齢
者
の

　
　

増
加
な
ど
を
踏
ま
え
、
制
度

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
高

齢
者
個
々
の
介
護
予
防
や
、
地
域

で
の
支
え
あ
い
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
必
要
な
社
会
と
な
る
と
い
う
趣

旨
の
記
載
で
す
が
、
誤
解
を
招
か

な
い
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。

　
　

介
護
保
険
料
が
第
５
期
に
比

　
　

べ
引
き
下
げ
ら
れ
る
理
由
を

具
体
的
に
記
述
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

保
険
料
を
引
き
下
げ
ら
れ
る

　
　

理
由
は
、
第
５
期
中
に
積
み

立
て
る
こ
と
が
で
き
た
介
護
給
付

費
準
備
基
金
を
取
り
崩
し
、
被
保

険
者
の
方
に
還
元
す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
基
金
を

積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
被
保
険
者
の
方
が
日
頃
か

ら
、
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
に

努
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
計
画
に

は
、
こ
の
旨
を
記
載
し
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
次

の
場
所
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
期
間　

４
月
１
日
（水）
〜
30
日
（木）

●
場
所　

市
役
所
（
１
階
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
、高
齢
介
護
課
）、

保
健
セ
ン
タ
ー
、雁
宿
ホ
ー
ル
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、図
書
館

（
本
館
・
亀
崎
）、各
公
民
館

■所得段階別介護保険料（平成２７年度～２９年度）

※平成２９年度は、消費税の増税の実施により、低所得者保険料負担軽減が拡大される予定です。

118,320円2.00

112,410円

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得
金額が600万円以上1,000万円未満の方

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得
金額が125万円未満の方

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得
金額が200万円以上400万円未満の方 97,620円

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得
金額が125万円以上200万円未満の方

44,370円

40,830円

59,160円

68,040円

49,110円

79,870円

世帯全員が市町村民税非課税で、前年の合
計所得金額と課税年金収入額の合計が80
万円以下の方

0.83

1.00

1.15

0.75

世帯の誰か（配偶者など）が市町村民税課
税で、かつ、本人が市町村民税非課税で、前
年の合計所得金額と課税年金収入額の合計
が80万円を超える方

1.90

0.69

1.35

1.65

世帯全員が市町村民税非課税で、前年の合
計所得金額と課税年金収入額の合計が80
万円を超え120万円以下の方

世帯全員が市町村民税非課税で、前年の合
計所得金額と課税年金収入額の合計が120
万円を超える方

世帯の誰か（配偶者など）が市町村民税課
税で、かつ、本人が市町村民税非課税で、前
年の合計所得金額と課税年金収入額の合計
が80万円以下の方

生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で世
帯全員が市町村民税非課税の方

0.40 23,670円

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得
金額が400万円以上600万円未満の方

119,520円

98,600円

113,540円

80,670円

2.20

68,720円

130,160円 131,470円

41,230円

23,900円

29,880円

※参考
第５期保険料
（年額）

49,600円

59,760円

保険料
（年額）

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得
金額が1,000万円以上の方

44,820円第３段階

第１段階

第２段階

第１１段階

所得段階 対　象　者 保険料
率

第９段階

第４段階

第１０段階

第８段階

第５段階
（基準額）

第６段階

第７段階
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平
成
２７
年
度
〜
３１
年
度（
５
年
間
）

「子どもたちが健やかに育つまちはんだ」をめざして

半田市子ども・子育て支援事業計画を策定しました
【問合わせ】 子育て支援課　８４-０６5８

めざすこども像

●夢をもち、心も体もたくましい子
●よく考え、自ら行動する子
●互いに認め合い、思いやりのある子
●人の話をよく聞き、自分の思いが言える子
※市内幼稚園・保育園・認定こども園では、共通のめざすこども像のもと、
幼児教育・保育を実践します。

この計画では、子ども自身が健やかに育つために必要な権利を位置づけたう
えで、子ども・子育て支援の施策の展開や事業の推進をしていくこととします。

計画では、子ども・子育て支援のサービスの５年間の量を子育て支援の
サービスごとに示しています。

子どもの権利の保障

どれくらいニーズがありそうで、どういったかたち（施設）でニーズに対応して
いくか、数量として示します。

●安心して生きる権利
●一人ひとりが尊重される権利
●豊かに育つ権利
●主体的に参加する権利

計画に示す「量の見込み」（需要）と「確保の方策」（供給）

教育・保育の提供体制（3号認定）

計画の策定にあたっては、就学前の児童
の保護者及び小学生の保護者各１，０００
名に対してニーズ調査（平成２５年１１月）
を実施して、数量を設定しています。

例

ニーズ調査・現況把握

計
画
の
期
間

人
口
の
減
少
や
急
速
な
少
子
化
の
進
展
な
ど
、
子
ど
も
や
子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
な
変
化
を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
子
育
て
は
父
母
等
保
護
者
が
第
一

義
的
責
任
を
有
す
る
と
い
う
前
提
の
う
え
で
、
幼
児
教
育
や
保
育
を
始
め
と
し
た
様
々

な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
安
定
的
で
よ
り
質
の
高
い
施
策
や
事
業
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、
各
種
施
策
の

今
後
の
需
要
と
供
給
見
込
を
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
、
子
育
て
支
援
の
着
実
な
推
進
を

は
か
り
ま
す
。

99 620教育・保育施設（認定こ
ども園・保育園） 99620 620

…

… …

地域型保育事業

教育・保育施設（認定こ
ども園・保育園） 61

0歳 0歳1・2歳

752

1・2歳… 0歳

57
△4

1・2歳…

122

…
…

99

…

57

125

△7

… ……

△2

616

22

145
△63

61

129

△6
14
0

6

129

…

20

…

…

10

6

22

137 132 774796

△38△171 △3△28

合計

区域

…半田

青山

②-①

118

…

61

57

…

0

1・2歳

3 4△16

620

732

116

0

10 3030 1165

99

①量の見込み

30116

126
②-①

②確保
の方策

①量の見込み

地域型保育事業
②確保
の方策

３年目
（H29）

４年目
（H30）需　　　給

２年目
（H28）

99 620

… …1・2歳0歳

… …

5
△66

61

132

△7
10

6

23

140 813

△188△31
10 5

１年目
（H27）

14

20

５年目
（H31）

0

6

0歳

…
…

（単位：人）
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計画に位置付ける子ども子育て支援施策・事業

平
成
26
年
12
月
〜
平
成
27
年
１

月
に
、
計
画
（
案
）
に
対
す
る
意

見
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
ご
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る

市
の
考
え
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
意
見
数　

３
通
６
件

　
　

虐
待
等
に
関
す
る
親
へ
の
サ

　
　
ポ
ー
ト
や
支
援
に
携
わ
る
組

織
の
明
記
は
？

　
　
関
係
機
関
が
連
携
し
て
対
応

　
　
す
る
記
述
に
加
え
、事
務
局

の
主
体
的
な
役
割
を
追
記
し
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
次

の
場
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
期
間　

４
月
１
日
（水）
〜
30
日
（木）

●
場
所　

市
役
所（
１
階
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
、子
育
て
支
援

課
）、保
健
セ
ン
タ
ー
、雁
宿
ホ
ー

ル
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、図
書

館（
本
館
・
亀
崎
）、各
公
民
館

※施策・事業ごとに提供区域を設定して必要な量
を見込んでいます。

拡充・推進する事業
●地域型保育事業　※３号認定関係

少人数の単位で、０～２歳の子どもを保育する事業を、
新たに市の認可事業として始め、ニーズの高い３歳未満
児の保育実施量を必要に応じて増やします。
●病児保育事業

病児について一時的に保育できる環境を早期に整備し
ます。
●放課後児童クラブ

増加が見込まれるニーズに対し、着実に適正規模のク
ラブの確保をはかっていきます。
●一時預かり事業

すべての公立幼稚園で、２７年度から、在園児を対象と
した一時預かりを実施します。（２５年度から試行的に２園
で実施）

その他の施策
この他にも、次の内容を計画に盛り込んでいます。
◉子育て支援のネットワークづくり
各拠点の連携や相互に補完する仕組みづくり

◉児童の健全育成
児童センターや放課後子供教室等における地域
住民が自ら子育て支援を実践する取り組みの充実

◉母性並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進
妊娠～出産～育児における切れ目のない支援の
実施

◉子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備
子どもたちが個性豊かに生きる力を伸ばす教育の
実践

◉虐待防止対策の充実
◉ひとり親家庭の自立支援の推進
◉障がい児施策等の充実

子育て短期支援事業

ファミリー・サポート・センター
事業

延長保育事業
（時間外保育事業）

一時預かり事業

病児・病後児保育事業

養育支援訪問事業、要支援児童・
要保護児童等の支援に資する事業

妊婦健診

事業名

利用者支援

乳児家庭全戸訪問事業

地域子育て支援拠点事業

放課後児童クラブ

全域

全域

全域

中学校区
（５区域）

提供区域

全域

中学校区
（５区域）

全域

中学校区
（５区域）

全域

全域

小学校区
（１３区域）

対象施設認定区分

幼稚園
認定こども園

対象年齢

１号認定
３～５歳
（保育の必要性なし）

３～５歳
（保育の必要性あり）

保育園
認定こども園

提供区域

中学校区
（５区域）

３号認定

２号認定

０～２歳
（保育の必要性あり）

保育園
認定こども園
地域型保育事業

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

結
果
を
ご
報
告
し
ま
す

計
画
書
を
閲
覧
で
き
ま
す

意答

■教育・保育 ■地域子ども・子育て支援事業（１１事業）
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【問合わせ】 地域福祉課　８４-０６４3

障
が
い
者
保
健
福
祉
計
画
は
、
障
害
者
基
本
法
の
理
念
に
沿
っ

て
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
な

ど
が
で
き
る
よ
う
に
、障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て
定
め
た
計
画
で
す
。

ま
た
、
障
害
者
基
本
法
に
基
づ
く
障
が
い
者
計
画
と
障
害
者
総
合

支
援
法
に
基
づ
く
障
が
い
福
祉
計
画
を
一
本
化
し
、
短
期
目
標
と
中

長
期
的
な
目
標
を
設
定
し
、
半
田
市
地
域
福
祉
計
画
な
ど
の
上
位
計

画
及
び
他
分
野
の
個
別
計
画
と
も
整
合
性
を
図
り
策
定
し
ま
し
た
。
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第２期半田市障がい者保健福祉計画
第４期障がい福祉計画を策定しました

平
成
２７
年
度
〜
３２
年
度（
６
年
間
）

（
障
が
い
福
祉
計
画
は
３
年
で
見
直
し
）

計
画
の
期
間

施
策
の
重
点
課
題

第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画

　地域のつながりとともに、より自分らしく生きられるまち・はんだ
●わたしには何でも相談できる人がいます
●わたしには身近に集える場所があります
●はんだには気軽に参加できる機会があります
●はんだには困ったときに支え合うしくみがあります
●わたしには地域での役割があり、そこで安心して暮らすことができます

①
生
涯
に
わ
た
っ
て
継
続
的
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
た
め
の
途
切

れ
な
い
支
援
体
制

②
ひ
と
り
の
人
の
た
め
に
保
健
・

医
療
・
福
祉
・
保
育
・
教
育
な

ど
に
関
わ
る
人
が
、
同
じ
夢
に

向
か
っ
て
役
割
分
担
し
な
が
ら

連
携
で
き
る
体
制
整
備

③
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め

の
サ
ー
ビ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

作
り
を
含
め
た
支
援
体
制
整
備

④
障
が
い
の
あ
る
方
が
そ
の
人
ら

し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め

の
活
動
支
援

障
が
い
福
祉
計
画
は
、
障
が
い

の
あ
る
方
が
障
が
い
特
性
に
応

じ
、
自
立
し
た
日
常
生
活
ま
た
は

社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
必
要
な
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
地
域
支
援
事
業
、
相
談
支

援
事
業
な
ど
を
整
備
す
る
た
め
の

数
値
目
標
を
設
定
し
て
実
現
し
て

い
く
計
画
で
す
。

●
基
本
理
念

　

必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
、
必

要
と
す
る
人
に
確
実
に
届
く
シ

ス
テ
ム
づ
く
り

●
基
本
的
な
考
え
方

①
障
が
い
の
あ
る
方
の
就
労
・
就

業
支
援

②
地
域
で
暮
ら
す

③
地
域
生
活
支
援
事
業
の
再
構
築

（
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
創
設
等
）

平
成
26
年
12
月
〜
平
成
27
年
１

月
に
、
本
計
画
（
案
）
に
対
す
る

意
見
募
集
を
行
い
ま
し
た
が
、
ご

意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
次

の
場
所
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
期
間　

４
月
１
日
（水）
〜
30
日
（木）

●
場
所　

市
役
所
（
１
階
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
、地
域
福
祉
課
）、

保
健
セ
ン
タ
ー
、雁
宿
ホ
ー
ル
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、図
書
館

（
本
館
・
亀
崎
）、各
公
民
館

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

結
果
を
ご
報
告
し
ま
す

計
画
書
を
閲
覧
で
き
ま
す

ライフステージに
応じた支援

基本理念

基本計画

安心して暮らし
続ける

「働きたい」が実現し、
継続する仕組みづくり社会参加しやすい

まちづくり

どのような障がいの状態で
あっても暮らし続けられる

保健・医療・福祉の
連携 地域のつながりとともに

より自分らしく
生きられるまち・はんだ
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計
画
書
を
閲
覧
で
き
ま
す

次
の
理
念
に
基
づ
い
て
、
様
々

な
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

①
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
能

力
を
発
揮
す
る
機
会
が
確
保
さ

れ
る
こ
と

②
社
会
制
度
や
慣
行
に
つ
い
て
配

慮
さ
れ
る
こ
と

③
方
針
の
立
案
や
決
定
に
平
等
に

参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る

こ
と

④
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
そ

の
他
の
活
動
と
の
両
立
に
つ
い

て
配
慮
さ
れ
る
こ
と

⑤
あ
ら
ゆ
る
教
育
や
学
習
の
場
に

お
い
て
男
女
共
同
参
画
の
重
要

性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
配
慮
さ

れ
る
こ
と

⑥
国
際
的
な
理
解
及
び
協
調
の
下

に
推
進
さ
れ
る
こ
と

●
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
安
全
確
保
、
Ｄ

Ｖ
被
害
者
へ
の
自
立
支
援

●
科
学
分
野
へ
の
関
与
支
援
の
実
施

●
環
境
分
野
へ
の
学
習
支
援
の
実
施

●
若
年
層
の
自
立
支
援
の
充
実

●
貧
困
な
ど
生
活
困
難
家
庭
へ
の

支
援
の
充
実

●
市
の
審
議
会
等
委
員
に
お
け
る

女
性
委
員
の
割
合
を
高
め
る

（
20・５
％
↓
30
％
）

●
市
男
性
職
員
の
育
児
休
業
等
取

得
人
数
を
増
や
す（
３
人
↓
８
人
）

●
子
育
て
環
境
充
実
の
た
め
、放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
数
を
増

や
す（
15
ク
ラ
ブ
↓
19
ク
ラ
ブ
）

平
成
26
年
12
月
〜
平
成
27
年
１

月
に
、
本
計
画
（
案
）
に
対
す
る

意
見
募
集
を
行
い
ま
し
た
が
、
ご

意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
次

の
場
所
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
期
間　

４
月
１
日
（水）
〜
30
日
（木）

●
場
所　

市
役
所
（
１
階
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
、
市
民
協
働

課
）
、
雁
宿
ホ
ー
ル
、
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
（
本

館
・
亀
崎
）
、
各
公
民
館

～誰もが生きる喜びにみちたまちに～
第２次半田市男女共同参画推進計画

【後期分】を策定しました
【問合わせ】 市民協働課　８４-０６０９

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

結
果
を
ご
報
告
し
ま
す

　３つの基本目標を柱に課題を設定し、達成をめざします。

計画の体系

平
成
22
年
３
月
に
策
定
し
た
「
第
２
次
半
田
市
男
女
共
同
参
画
推

進
計
画
」
（
10
年
計
画
）
に
つ
い
て
、
後
期
５
年
間
の
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
考
慮
し
、
事
業
内
容
や
目
標

値
の
見
直
し
を
し
ま
し
た
。
今
後
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い

く
た
め
の
総
合
的
な
計
画
と
し
ま
す
。

計
画
の
期
間

新
し
い
取
り
組
み（
後
期
分
）

主
な
目
標(

平
成
31
年
度
達
成)

基
本
理
念

平
成
２７
年
度
〜
３１
年
度

（
平
成
２２
年
度
か
ら
１０
年
間
の

後
半
５
年
分
）

男女共同参画と
人権尊重の
意識づくり

誰もが参画する
まちづくり

誰もが働きやすい
環境づくり

※女性に対する暴力の根絶に関する部分を「半田市ＤＶ対策基本計画」とします。

基
本
目
標

計画を進めるために、すべての職員が男女共同参画社会の形成を目指すと
いう共通認識を持ち、各団体と行政が連携を図っていきます。

①男女共同参画意識の向上
②女性・子ども・高齢者に対する暴
力等の根絶（※）

③人権尊重意識の高揚
④生涯を通じた心身の健康づくり

①政策・方針決定の場における男
女共同参画の推進

②家庭・地域社会における男女共
同参画の推進

①就業環境の整備とワーク・ライ
フ・バランスの促進
②子育て・介護への支援
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博
物
館
は
開
館
30
年
が
過
ぎ
、
施
設
や
展
示
の
老
朽
化
が
目
立

ち
、
開
館
当
初
の
魅
力
が
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。
「
博
物
館
整
備
計

画
」
は
、
今
後
の
博
物
館
の
運
営
体
制
や
活
動
方
針
、
施
設
整
備
な

ど
の
取
り
組
み
の
方
向
性
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
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計
画
書
を
閲
覧
で
き
ま
す

計
画
の
期
間

博
物
館
整
備
の
重
点
課
題

基
本
方
針

平
成
２７
年
度
〜
３１
年
度

（
５
年
間
）

「驚き・発見・感動を与える 博物館」をめざして

博物館整備計画を策定しました
【問合わせ】 博物館　２３-７１７３

①
博
物
館
機
能
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

②
来
館
者
の
質
問
に
対
応
で
き
る

総
合
窓
口
を
め
ざ
し
ま
す
。

③
子
ど
も
た
ち
が
、
体
験
で
き
る

博
物
館
と
し
て
講
座
、
展
示
等

に
工
夫
を
凝
ら
し
ま
す
。

④
山
車
を
は
じ
め
、
半
田
の
文
化

を
発
信
す
る
拠
点
を
め
ざ
し
ま

す
。

⑤
専
門
的
知
識
を
持
つ
職
員
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

①
博
物
館
展
示
等
の
再
整
備

長
年
変
更
が
な
か
っ
た
当
館
の

常
設
展
示
は
、
老
朽
化
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
の
自
然

及
び
社
会
環
境
や
、
博
物
館
に
求

め
ら
れ
る
機
能
が
変
化
し
て
き
て

い
る
た
め
、
博
物
館
施
設
、
設
備

の
改
善
及
び
展
示
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

②
学
芸
員
の
養
成

入
館
者
に「
驚
き
、発
見
、感
動
」

を
呼
び
起
こ
す
展
示
や
事
業
を
行

う
た
め
に
は
、経
験
豊
か
で
豊
富
な

知
識
を
持
つ
学
芸
員
の
存
在
が
不

可
欠
で
す
。将
来
に
向
け
て
、日
常

不
断
の
博
物
館
組
織
全
体
の
意
識

の
醸
成
と
活
動
と
と
も
に
、長
期

的
か
つ
計
画
的
な
人
員
配
置
及
び

専
門
職
養
成
を
行
う
こ
と
の
で
き

る
体
制
の
確
保
を
し
ま
す
。

③
市
民
協
働
に
よ
る
博
物
館
運
営

資
料
収
集
、
調
査
・
研
究
、
博

物
館
展
示
案
内
、
博
物
館
美
化
活

動
な
ど
博
物
館
の
各
種
事
業
に
お

い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
く
市
民
協
働
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
検
討
し
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を
ご
報
告
し
ま
す

平
成
26
年
12
月
〜
平
成
27
年
１

月
に
、
本
計
画
（
案
）
に
対
す
る

意
見
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
ご
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る

市
の
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
。

■
意
見
数　

３
通
３
件

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
て
の
ご

意
見
（
要
旨
）
と
市
の
考
え
方

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
ス
ペ
ー
ス
を
拡
張
し
、
必
要

　
　
に
応
じ
た
学
芸
員
の
充
実

を
。
博
物
館
、
美
術
館
は
既
に
沢

山
あ
る
の
で
地
域
に
根
差
し
た
も

の
に
絞
る
べ
し
。

　
　
施
設
規
模
の
拡
張
は
、
建
物

　
　
の
更
新
の
際
に
検
討
し
ま

す
。
学
芸
員
に
つ
い
て
は
、
計
画

的
な
専
任
学
芸
員
の
配
置
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
博
物
館
は
、
市
の

教
育
施
設
と
し
て
「
地
域
の
博
物

館
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
　
歴
史
物
は
古
臭
く
て
、
か
び

　
　
臭
い
イ
メ
ー
ジ
が
有
る
。
子

ど
も
や
若
者
に
も
分
か
る
よ
う
に

イ
ラ
ス
ト
な
ど
で
明
る
く
展
示
す

る
事
を
提
案
す
る
。

　
　
博
物
館
は
、
何
か
新
し
い
発

　
　
見
と
感
動
が
あ
り
、
親
子
の

対
話
が
持
た
れ
る
よ
う
な
「
地
域

の
博
物
館
」
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
博
物
館
の
存
在
意
義
や
求
め

ら
れ
る
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
、
幅

広
い
年
齢
層
の
方
に
「
驚
き
・
発

見
・
感
動
」
を
与
え
る
こ
と
の
で

き
る
展
示
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　
自
然
環
境
の
分
野
が
少
な
す

　
　
ぎ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
関

心
を
持
つ
よ
う
に
、
水
生
生
物
の

水
槽
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
市
内
小
中
学
校
の
理
科
部
会

　
　
と
協
議
し
、
自
然
環
境
の
展

示
内
容
を
検
討
し
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
次

の
場
所
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
期
間　

４
月
１
日
（水）
〜
30
日
（木）

●
場
所　

市
役
所
（
１
階
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
）
、雁
宿
ホ
ー
ル
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、図
書
館

（
本
館
・
亀
崎
）、博
物
館
、各
公

民
館
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平成２７年度高齢者福祉制度のご案内
【問合わせ】 高齢介護課　８４-０６４４

市では６５歳以上の高齢者の方を対象に、次のとおり在宅支援サービスを行っています。ご希望の方
は、高齢介護課へお問い合わせください。

・申請には、利用者（家族介護用品券については介護者）の認印が必要となります。
・税や保険料を滞納されている方は、利用できない場合があります。
※高齢者配食サービス、寝具乾燥クリーニング、在宅ねたきり高齢者理髪サービス事業は、
　平成２７年度から利用要件や利用料などが変更されますので、ご注意ください。

昼食の配達を通して、日々の安否確認を行います。
■対象者
・買い物及び調理が困難な６５歳以上の高齢者
世帯

・手渡しでお弁当の受取りができる方
■利用料
普通食４００円、特別食５５０円

昼食の配達を通して、日々の安否確認を行います。
■対象者
・買い物及び調理が困難な６５歳以上の高齢者
世帯

・手渡しでお弁当の受取りができる方
■利用料
普通食４００円、特別食５５０円

掛布団、敷布団、毛布の乾燥クリーニングを行います。
■対象者
６５歳以上の者で構成される世帯で、自ら寝具
の衛生管理を行うことが困難な方のうち、次の
いずれかに該当する方
・要介護認定１以上の方
・身体障がい者手帳１級または２
級所持者のうち肢体不自由の方

■利用料
無料（年２回まで利用可）

掛布団、敷布団、毛布の乾燥クリーニングを行います。
■対象者
６５歳以上の者で構成される世帯で、自ら寝具
の衛生管理を行うことが困難な方のうち、世帯
全員が次のいずれかに該当する方
・要介護認定１以上の方
・身体障がい者手帳１級または２
級所持者のうち肢体不自由の方

■利用料
無料（年２回まで利用可）

在宅でねたきりや認知症の高齢者を介護する家族
へ、介護用品が購入できるクーポン券を支給します。
■対象者
・要介護者、介護者ともに市内在住で、同一世
帯または親族である方

・要介護者が要介護３・４・５の認定を受けている方
・要介護者が施設などに入所・入院していない方
・世帯全員が市民税非課税の方

■購入可能な介護用品（市指定の店舗でのみ利用可）
紙おむつ、尿とりパット、使い捨て手
袋、清拭剤、ドライシャンプー

■支給枚数
１か月につき4枚（４，０００円分）

ねたきり高齢者のお宅に理容師が訪問し、理髪
を行います。
■対象者
・在宅でねたきりのため、理容店に出向くこと
が困難な高齢者であって、要介護４・５の認定
を受けている方、またはこれに準ずる方
・家族による支援が受けられない方

■利用料
１回につき４，０００円（年４回まで利用可）

急病や災害などの緊急事態を通報する装置を貸
出し、２４時間体制の緊急対応を行います。
■対象者
６５歳以上の高齢者世帯　
※緊急時に対応できる方（３名）の指
名が必要です。

■利用料（電話料金は利用者負担）
・市民税非課税世帯　無料
・市民税課税世帯　月額１，７３８円

タクシーの基本料金の一部を助成します。
■対象者
・介護保険の認定を受けている方（一定の基準
に該当する必要あり）
・世帯全員が非課税の方
・施設などに入所していない方
・自動車税、軽自動車税の減免を受けていない方

■支給枚数
年２４枚（要介護認定４及び５
の方は、使用後に２４枚を追加
交付）

寝具乾燥クリーニング事業

家族介護用品券支給事業

緊急通報装置貸与事業

高齢者配食サービス事業

外出支援サービス事業

在宅ねたきり高齢者理髪サービス事業

申請方法
（共通の注意事項）
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市
で
は
、
肺
炎
予
防
及
び
重
症
化
防
止
の
た
め
、
高
齢
者
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
（
通
年
実
施
）
。
対
象
の
方
は
、

接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

2015.4.1 14

今
年
度
の
助
成
対
象
者

助
成
回
数

接
種
費
用

持
ち
物

高齢者肺炎球菌予防接種の

接 種 費 用 を 助 成 し ま す
【問合わせ】 保健センター　８４-０６４６

半
田
市
に
住
所
を
有
し
、
過
去

に
一
度
も
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
（
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
）
の
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
方
で
、
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
平
成
27
年
度
に
65
歳
、
70
歳
、

75
歳
と
な
る
方

②
接
種
時
に
75
歳
以
上
の
方

③
接
種
時
に
60
歳
〜
74
歳
で
、
心

臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
免
疫

の
機
能
に
身
体
障
が
い
者
手
帳

１
級
程
度
の
障
が
い
の
あ
る
方

１
回

２
，０
０
０
円
（
税
込
）

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
、
ま
た
は

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

接
種
費
用
を
免
除
し
ま
す
。
免

除
を
希
望
す
る
方
は
、
免
除
証

明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
認
印
を
お
持
ち
の

う
え
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
（
健

康
保
険
証
な
ど
）

７０歳

６５歳

７５歳

平成２７年度に
達する年齢 対象者の生年月日

昭和２５年４月２日～
昭和２６年４月１日生

昭和１５年４月２日～
昭和１６年４月１日生

昭和２０年４月２日～
昭和２１年４月１日生

■高齢者肺炎球菌予防接種 実施医療機関一覧

要

要

不要

不要
要
要

要
要

要
要

不要

要
不要

予約実施医療機関名地区

要

要

不要
不要

要

茶谷内科・皮フ科

乙川さとうクリニック
かみいけクリニック（H27.4.16開院）

不要

高橋医院

石川医院

高須内科
小出クリニック

安野内科

あべクリニック
都築医院

日比整形外科

せいしろ循環器内科クリニック
知多クリニック

星崎ちゃや糖尿病内科
不要

今泉内科

もみやま医院

酒井内科・皮フ科
植田医院

新海胃腸科
住吉町クリニック ３２－２１２１

２３－３２３２
２２－８０８０

２３－３２３６

２１－３２８８
２２－１１３７

２３－０８０８
２１－８１３８

２２－８１１１

８９－７５０１
２１－００５２

２８－０５６７

２８－０５６６
２８－５８８８
２８－３１１５

２８－０３６０

電話番号 予約実施医療機関名地区 電話番号

８９－８３０１
２１－０６０６

３２－３８８３

２９－３１００

２０－１７７７

乙
川
地
区

亀
崎
地
区

森クリニック 要

半

田

地

区

要

要

要

不要
要
要

不要
不要

要
要

要

要
不要

要

要

要
要

要

間瀬医院

たけうち耳鼻咽喉科
竹内内科クリニック

要

竹本クリニック

高川クリニック

くぼた小児科
青山外科

中野整形外科

杉田医院
クリニック・パパ

辻クリニック

春田内科
平岡医院

みずのファミリークリニック

中町クリニック

花井クリニック
白山整形外科

浜医院
林医院 ２１－１３９９

２４－８７１３
２３－６６１１

２３－８９２０

２１－５４４８
２２－１２１２

３２－６００１
２７－５１６６

２２－５５３３
２１－６４１７

２４－７７２２

２３－８８８６
２１－０６３４
２３－８１０１

２２－０５７１

２１－１１３３
２１－５５３１

２２－２２２２

２６－２２２７

成

岩

地

区
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あ
ん
な
こ
と

こ
ん
な
こ
と

市政 ニュース

春
は
退
職・就
職
シ
ー
ズ
ン

国
民
健
康
保
険・国
民
年
金
の
届
出
は
忘
れ
ず
に

何
か
と
忙
し
い
こ
の
季
節
。
会
社
を
退
職
さ
れ
る
方
、
就
職
さ
れ
る
方
、
引
越
し
て

住
所
が
変
わ
る
方
な
ど
、
慌
た
だ
し
い
日
々
が
続
き
ま
す
。

「
忙
し
い
か
ら
」
「
面
倒
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
届
出
が
必
要
な

場
合
（
次
表
）
は
、
14
日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
の
手
続
き
が
遅
れ
る
と

◇
加
入
の
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
税
を

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
に
な
っ
た

り
、
か
か
っ
た
医
療
費
を
返
還
し
て
も

ら
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て

も
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格
は
自
動
的

に
喪
失
し
ま
せ
ん
。
必
ず
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
わ
せ

　

国
保
年
金
課　


v
０
６
５
１

他の市区町村に転出するとき

国保や国民年金の被保険者が死
亡したとき

職場の健康保険や厚生年金に入
ったとき

職場の健康保険や厚生年金の被
扶養者からはずれたとき

職場の健康保険や厚生年金の被
扶養者になったとき

子どもが生まれたとき

他の市区町村から転入してきた
とき

届出が必要なとき

職場の健康保険や厚生年金をや
めたとき

就学のため、別に住所を定めると
き

脱
退
の
と
き

住所、氏名、世帯や世帯主が変わ
ったとき

国保と職場の保険証、
年金手帳

保険証、死亡を証明する
もの、喪主の認印、喪主
名義の通帳、年金手帳

保険証

保険証

母子健康手帳

届出に必要なもの

他の市区町村の転出
証明書、年金手帳

資格喪失証明書（連絡
票）、年金手帳

保険証、在学証明書

身分を証明するもの
（運転免許証、住基カ
ードなど）

こ
れ
か
ら
加
入
す
る
場
合

そ
の
他
保険証を失くしたとき（汚れたり
して使えなくなったとき）

す
で
に
加
入
し
て
い
る
場
合

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
忘
れ
の
申
請
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

次
に
該
当
す
る
給
付
の
時
効
は
、
２
年

間
で
す
。
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

協
定
保
養
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
の
み
な

さ
ん
が
、
健
康
の
保
持
・
増
進
を
目
的
に

協
定
保
養
所
に
宿
泊
し
た
と
き
、
宿
泊
費

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
対
象
者

愛
知
県
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

■
助
成
額
（
年
度
内
に
４
泊
が
限
度
）

１
泊
に
つ
き
１
，０
０
０
円

■
利
用
方
法

①
保
養
所
へ
「
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
加
入
者
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

て
、
直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

②
宿
泊
当
日
、
保
養
所
の
窓
口
で
必
ず
保

険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
精
算
時

に
１
，０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

※
初
め
て
利
用
す
る
方
に
は
、
保
養
所
で

利
用
カ
ー
ド
を
渡
し
ま
す
。
２
回
目
以

降
の
方
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
利
用
カ

ー
ド
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
わ
せ

　

国
保
年
金
課　

医
療
福
祉
担
当

　


v
０
６
５
２

■後期高齢者医療制度の主な時効

■協定保養所

※高額療養費の申請が必要な方には、別途お知らせを送付しています。

種　類

高額療養費
入院時食事療養費

消滅時効の
期間

高額介護合算療養費 基準日の翌日

費用を支払った日の
翌日

診療月の翌月１日

起算日

葬祭を行った日の翌日葬祭費

２年間
療養費（治療用補装具、保険
証を持参せずに医療機関な
どにかかった時の医療費）

豊田市　百年草（豊田市）

サンヒルズ三河湾（蒲郡市）

名古屋市休養温泉ホーム松ケ島（桑名市）

協定保養所名（場所）

シーサイド伊良湖（田原市）

あいち健康の森プラザホテル（東浦町）

レイクサイド入鹿（犬山市）

(０５６２)８２-０２１１

電話番号

(０５３１)３５-１１５１

(０５３３)６８-４６９６

(０５６８)６７-３８１１

(０５６５)６２-０１００

(０５９４)４２-３３３０
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平
成
27
年
度
は
、
３
年
に
一
度
の
評
価
替
え
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
土
地
は
、
地
価
公
示
価
格
な
ど
を
参
考
に
し
て
評
価
額
を
算

定
し
て
い
ま
す
。
家
屋
は
、
（
建
物
）
物
価
の
変
動
や
年
数
の
経
過
を
考
慮
し
、
評
価
額
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
を
作
成
し
ま
し
た
。

納
税
者
の
み
な
さ
ん
が
自
分
の
土
地
や

家
屋
の
価
格
が
他
の
土
地
や
家
屋
と
比
較

し
て
、
ど
の
よ
う
な
水
準
に
あ
る
か
を
確

認
す
る
た
め
、
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
期
間

４
月
１
日
（水）
〜
30
日
（木）
の
開
庁
時
間

　

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
縦
覧
場
所

　

税
務
課
（
市
役
所
２
階
）

■
縦
覧
対
象
者

土
地
ま
た
は
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産

税
の
納
税
者

■
記
載
内
容

◇
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格

◇
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床

面
積
、
価
格

納
税
義
務
者
の
方
は
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
記
載
事
項
の
閲
覧
ま
た
は
記
載
事
項

の
証
明
を
申
請
で
き
ま
す
。

■
持
ち
物

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許

証
な
ど
）

※
代
理
の
方
が
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
代

理
の
方
の
本
人
確
認
書
類
と
あ
わ
せ

て
、
納
税
義
務
者
（
所
有
者
）
か
ら
の

委
任
状
が
必
要
で
す
。
な
お
、
代
理
の

方
が
納
税
義
務
者
と
同
居
の
親
族
で
あ

る
場
合
は
、
委
任
状
は
不
要
で
す
。

■
手
数
料
（
一
件
あ
た
り
）

◇
閲
覧 

１
０
０
円

◇
記
載
事
項
の
証
明 

２
０
０
円

※
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
税
通

知
書
・
納
付
書
は
、
課
税
資
産
明
細
書

と
あ
わ
せ
て
４
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

新
し
く
家
屋
を
建
築
し
た
際
は
、
課
税

の
た
め
の
家
屋
調
査
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
課
税
さ
れ
る
家
屋
と
は
、次
の
３
つ
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

①
屋
根
、
３
方
向
以
上
の
壁
が
あ
る
も
の

②
土
地
と
定
着
し
て
い
る
も
の

③
そ
の
建
物
の
目
的
と
す
る
使
い
方
で
使

用
で
き
る
状
態
の
も
の

そ
の
た
め
、
倉
庫
、
物
置
、
車
庫
な
ど

の
簡
易
な
建
物
で
あ
っ
て
も
３
つ
の
要
件

を
満
た
す
も
の
で
あ
れ
ば
課
税
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

な
お
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
り
、
新

築
・
増
改
築
な
ど
さ
れ
た
と
き
は
、
家
屋

償
却
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

土
地
・
家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産
（
償

却
資
産
）
に
つ
い
て
は
、
提
出
い
た
だ
い

た
償
却
資
産
申
告
書
を
基
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
償
却
資
産
を
お
持
ち
で
未
申
告
の
方

は
、
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
月
１
日
時
点
で
市
街
化
区
域
内
に
あ

る
土
地
及
び
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
方
に

課
税
さ
れ
、
固
定
資
産
税
と
あ
わ
せ
て
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

道
路
、
公
園
、
上
下
水
道
と
い
っ
た
都

市
計
画
事
業
や
土
地
区
画
整
理
事
業
に
要

す
る
費
用
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
わ
せ
（
税
務
課
）

◇
家
屋
償
却
担
当　


v
０
６
２
１

◇
土
地
担
当　


v
０
６
２
２

介
護
保
険
施
設
等
の
多
床
室
の

負
担
限
度
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

平
成
27
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
よ
り
、

介
護
保
険
施
設
等
の
光
熱
水
費
相
当
分
の

額
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、
４
月
か
ら
多
床

室
の
基
準
費
用
額
（
居
住
費
等
・
日
額
）

が
３
２
０
円
か
ら
３
７
０
円
に
改
定
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
利
用
者
負
担

第
２
段
階
及
び
第
３
段
階
の
方
の
多
床
室

の
負
担
限
度
額
に
つ
い
て
も
、
３
２
０
円

か
ら
３
７
０
円
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

負
担
限
度
額
は
読
み
替
え
て

使
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す

平
成
27
年
３
月
31
日
以
前
に
交
付
し
た

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
は
、
多
床

室
の
負
担
限
度
額
が
３
２
０
円
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
金
額
変
更
の
た
め
の
再

交
付
は
行
い
ま
せ
ん
。
４
月
以
降
は
３
７

０
円
に
読
み
替
え
る
取
り
扱
い
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ご
留
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
わ
せ

　

高
齢
介
護
課

　


v
０
６
４
９

介
護
報
酬
改
定
に
伴
う
負
担
限
度
額
の

改
定
と
認
定
証
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
縦
覧
で
き
ま
す

課
税
台
帳
の
閲
覧・証
明
制
度

家
屋
の
課
税
に
つ
い
て

償
却
資
産
の
課
税
に
つ
い
て

都
市
計
画
税
に
つ
い
て
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シンボルマークの愛称を募集しますシンボルマークの愛称を募集しますシンボルマークの愛称を募集しますシンボルマークの愛称を募集します
半田市では、平成２５年に「はんだスポーツの日」を制定した

ことに伴い、公募により、シンボルマークを選定しました。
市民のみなさんが、「はんだスポーツの日」にスポーツに積極

的に親しむ明るく元気な姿を、広く愛されるようにデザインさ
れたシンボルマークの愛称を募集します。

▲半田市民マラソン大会 ▲スポリンピック（ニュースポーツのオリンピック）

【問合わせ】 「はんだスポーツの日」実行委員会事務局（スポーツ課内）２２-１１８４

毎年１１月の第１日曜日は「はんだスポーツの日」

昨年の「はんだスポーツの日」に行われたイベント

●募集期間　４月１日（水）～３０日（木）必着
●応募資格　どなたでも応募できます。
●応募方法
郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・年齢・性別・職業（学生の場合は学校
名及び学年）・電話番号・シンボルマークの愛称・愛称の説明（２００字以
内）を記入して、郵送、ＦＡＸ、Ｅメールにより応募してください。

※複数案の応募は可能ですが、１案１通でお願いします。
※応募について詳しくは、市ホームページをご覧ください。
●応募先
〒４７５-８６６６　半田市東洋町２-１
「はんだスポーツの日」実行委員会事務局（スポーツ課内）
□FAX（０５６９）２４-０４８８　Ｅメール　sports@city.handa.lg.jp

●賞品・発表
◇賞品　最優秀賞１点（賞状、図書カード１万円分）
◇発表　７月中旬に市報・市ホームページで発表し、受賞者には直接
ご連絡します。

「はんだスポーツの日」
シンボルマーク
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人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

知
多
都
市
計
画
を

縦
覧
し
ま
す

心
身
障
が
い
小
中
学
生
入
学
祝
金
を

支
給
し
ま
す

市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用

創
出
を
目
的
に
、
起
業
の
た
め
の
補
助
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
金
名

　

半
田
市
起
業
・
会
社
設
立
支
援
補
助
金

■
補
助
内
容

市
内
で
会
社
設
立
時
に
必
要
な
費
用

（
定
款
認
証
、
登
記
申
請
時
等
に
係
る

費
用
）
の
２
分
の
１
（
上
限
20
万
円
）

■
申
込
み
・
問
合
わ
せ

　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
経
済
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　


v
０
６
３
８

平
成
27
年
度
の
国
勢
調
査
の
年
に
合
わ

せ
て
、
人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

■
調
査
期
間　

４
月
１
日
（水）
〜
平
成
28
年
３
月
31
日
（木）

■
調
査
対
象
者

出
生
届
、
死
亡
届
、
死
産
届
、
婚
姻

届
、
離
婚
届
の
届
出
を
さ
れ
る
方

■
調
査
内
容

戸
籍
届
書
に
「
職
業
・
産
業
」
を
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
わ
せ

　

市
民
課　


v
０
６
３
１

小
中
学
校
へ
入
学
す
る
心
身
に
障
が
い

の
あ
る
児
童
・
生
徒
に
入
学
祝
金
を
支
給

し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

平
成
27
年
４
月
１
日
に
市
内
在
住
で
、

小
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
に
入
学

す
る
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
児
童
・
生
徒

※
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
、

個
別
に
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

■
申
請
・
問
合
わ
せ

４
月
20
日
（月）
ま
で
に
、
各
種
障
が
い
者

手
帳
、
認
印
、
本
人
ま
た
は
保
護
者
名

義
の
通
帳
を
お
持
ち
の
う
え
、
地
域
福

祉
課
へ　


v
０
６
４
４

①
知
多
都
市
計
画
の
変
更
に
よ
り
、
縦
覧

図
書
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
縦
覧
場
所

　

都
市
計
画
課
（
市
役
所
３
階
）

■
変
更
内
容

◇
知
多
都
市
計
画
市
場
の
一
部
区
域
の
除
外

◇
知
多
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
一
部

区
域
の
除
外

■
問
合
わ
せ

都
市
計
画
課　


v
０
６
６
４

②
知
多
都
市
計
画
都
市
高
速
鉄
道
の
変
更

案
及
び
知
多
都
市
計
画
道
路
の
変
更

案
、
並
び
に
知
多
都
市
計
画
Ｊ
Ｒ
半
田

駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
の
決
定
案
を

縦
覧
し
ま
す
。
こ
の
都
市
計
画
案
に
つ

い
て
意
見
が
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間

中
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
縦
覧
期
間　

４
月
10
日
（金）
〜
24
日
（金）
の
各
開
庁
時
間

　

（
閉
庁
日
は
除
く
）

■
縦
覧
・
意
見
書
提
出
場
所

◇
市
街
地
整
備
課
（
市
役
所
３
階
。
市
決

定
案
及
び
県
決
定
案
と
も
に
縦
覧
）

◇
愛
知
県
都
市
計
画
課
（
愛
知
県
本
庁
舎

５
階
。
県
決
定
案
の
み
縦
覧
）

■
都
市
計
画
の
変
更
案
・
決
定
案

【
変
更
案
】

◇
知
多
都
市
計
画
都
市
高
速
鉄
道
東
海
旅

客
鉄
道
武
豊
線
（
県
決
定
）

◇
知
多
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・
11
号
名

古
屋
半
田
線
ほ
か
２
路
線
（
県
決
定
）

◇
知
多
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・
２
０
１

号
荒
古
線
ほ
か
７
路
線
（
市
決
定
）

【
決
定
案
】

◇
知
多
都
市
計
画
Ｊ
Ｒ
半
田
駅
前
土
地
区

画
整
理
事
業
の
決
定
（
市
決
定
）

■
問
合
わ
せ

市
街
地
整
備
課　


7
８
８
５
１

起
業
者
を
応
援
し
ま
す

シルバーワンコインサービス「愛プラス５００」

暮らしの困った！ すこーし手助け♥暮らしの困った！ すこーし手助け♥暮らしの困った！ すこーし手助け♥
乙川、亀崎地区限定で実施していた「愛プラス

500」（家事援助サービス）が市内全地区で開始され
ます。お気軽にご利用ください。
●開始日
４月１日（水）～
●利用対象者
一般家庭

●サービス内容
ゴミ出し、洗濯、屋内・
屋外清掃、植木の水や
り、書類の作成 など　
●利用料金
◇３０分以内　５００円（ワンコイン）
◇１時間以内　１，０００円（ツーコイン）

●申込み・問合わせ
公益社団法人半田市シルバー人材センター
２２-８７３６

私たちに
お任せ

ください
!!私たちに

お任せ

ください
!!
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利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

半
田
空
の
科
学
館
・
半
田
市
体
育
館
を
、

次
の
と
お
り
臨
時
開
館
し
ま
す
。

■
臨
時
休
館
日

　

９
月
８
日
（火）
・
９
日
（水）

■
問
合
わ
せ

　

半
田
空
の
科
学
館
・
半
田
市
体
育
館　

　


8
７
１
７
５
・
７
１
７
６

愛
知
県
か
ら
知
多
中
部
広
域
事
務
組
合

（
半
田
市
、
阿
久
比
町
、
武
豊
町
、
東
浦

町
）
へ
「
火
薬
類
取
締
法
及
び
液
化
石
油

ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化

に
関
す
る
法
律
」
に
関
す
る
事
務
の
権
限

が
一
部
移
譲
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
火
災
な
ど
の
災
害
を
予

防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
４
月
１
日

か
ら
次
の
事
務
を
知
多
中
部
広
域
事
務
組

合
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
移
譲
さ
れ
る
権
限

◇
煙
火
消
費
許
可
等
の
事
務
（
打
揚
煙
火

の
許
可
等
に
関
す
る
こ
と
）

◇
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
等
の
事
務

（
容
器
に
よ
る
貯
蔵
能
力
が
５
０
０
ｋ
ｇ

超
で
３
，０
０
０
ｋ
ｇ
未
満
の
場
合
、バ

ル
ク
貯
槽
に
よ
る
貯
蔵
能
力
が
５
０
０

ｋ
ｇ
超
で
１
，０
０
０
ｋ
ｇ
未
満
の
場
合
）

■
問
合
わ
せ

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合　

消
防
本
部

予
防
課　


6
１
４
９
１

半
田
常
滑
看
護
専
門
学
校
で
は
、
平
成

27
年
度
の
「
学
校
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

を
印
刷
す
る
に
あ
た
り
、
裏
表
紙
部
分
を

有
効
活
用
す
る
た
め
、
広
告
枠
を
設
け
ま

す
。広

告
掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
校
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
広
告
募
集
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

　

４
月
１
日
（水）
〜
30
日
（木）

■
申
込
み
・
問
合
わ
せ

　

半
田
常
滑
看
護
専
門
学
校

　


9
０
９
９
２

空
の
科
学
館
・
体
育
館
を

臨
時
開
館
し
ま
す

県
か
ら
火
災
予
防
に
関
す
る
事
務
の

権
限
が
一
部
移
譲
さ
れ
ま
し
た

半
田
常
滑
看
護
専
門
学
校

学
校
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
広
告
募
集

■臨時開館日

半田
空の科学館
（計９日間）

館名

半田市
体育館

（計１８日間）

４月１３日（月）、５月７日（木）・１１日
（月）、６月８日（月）、７月１３日（月）・
27日（月）、８月３日（月）・１０日（月）・
２４日（月）・３１日（月）、９月１４日
（月）・２４日（木）、１０月１３日（火）、
11月９日（月）、１２月１４日（月）、平成
２８年１月１２日（火）、２月８日（月）、３
月１４日（月）

５月７日（木）、７月２７日（月）、８月３日
（月）・１０日（月）・２４日（月）・３１日
（月）、９月２４日（木）、１０月１３日
（火）、平成２８年１月１２日（火）

臨時開館日

結婚記念証を発行します結婚記念証を発行します
ご結婚されたお二人をお祝いし、半田市観光マスコット
キャラクター「だし丸くん」や半田市の観光風景の入った
「結婚記念証」を発行します。
●対象者
４月１日以降に半田市に婚姻届を提出された方
●申請方法
婚姻日から１か月以内に、婚姻届の届出人（夫または妻）
が直接市民課窓口で申請をしてください。
●手数料など
無料（夫婦一組につき１回のみ）

●注意事項
・結婚記念証は婚姻の事実を公証するものではありま
せん。

・婚姻届が受理されたことの証明が必要な方は、婚姻
届受理証明書（有料）をご利用ください。

●問合わせ　市民課　８４-０６３１

▲結婚記念証
半田市指定天然記念物
「萬三の白モッコウバラ」

▲結婚記念証
（矢勝川の彼岸花）

▲婚姻届受理証明書
（はんだ山車まつり）

（　　　　　　　　　　　）
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ビ
ギ
ク
ラ
♪
は
ん
だ
２
０
１
５

第
1
回
受
講
生
募
集

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者
募
集

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
教
室

参
加
者
募
集

通
常
の
テ
ニ
ス
よ
り
も
軽
い
ラ

ケ
ッ
ト
と
ビ
ニ
ー
ル
製
の
大
き
な

ボ
ー
ル
を
使
用
し
て
、
子
ど
も
か

ら
大
人
、
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ミ

ニ
テ
ニ
ス
を
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

が
教
え
ま
す
。

■
日
時　

５
月
６
日

（振休）
〜
７
月
15

日
（水）
の
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

（
全
６
回
）

　

19
時
30
分
〜
21
時

■
場
所　

さ
く
ら
小
学
校
体
育
館

■
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
小
学
４
年
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
と
参
加

■
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

■
持
ち
物　

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
み
・
問
合
わ
せ　

５
月
１

日
（金）
ま
で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
ス
ポ
ー

ツ
課
へ

　


7
１
１
８
４
□FAX
9
０
４
８
８

　

Ｅ
メ
ー
ル　

sports@
city. 

handa.lg.jp

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
注
目
さ

れ
る
競
技
と
な
っ
た
カ
ー
リ
ン
グ

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
名
古
屋
で

誕
生
し
た
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ー
ラ
ー
と
呼
ば
れ

る
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
の
円
盤

は
、
ど
な
た
で
も
簡
単
に
投
げ
る

こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
か
ら
大

人
、
高
齢
者
が
一
緒
に
楽
し
め
ま

す
。

■
日
時　

５
月
12
日
・
26
日
、
６

月
９
日
・
23
日
、
７
月
14
日
・

28
日
の
全
て
火
曜
日

　

18
時
30
分
〜
21
時

■
場
所　

乙
川
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ

コ
パ
ル

■
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
小
学
３
年
生
以
上

※

小
学
生
は
保
護
者
と
参
加

■
定
員　

24
名
（
先
着
順
）

■
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ

ル
■
参
加
費　
６
０
０
円（
保
険
代
込
）

■
申
込
み
・
問
合
わ
せ　

５
月
11

日
（月）
ま
で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

半
田
市
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
協
会

（
岸
野
）
へ

　


□FAX
>
２
０
０
５

今
年
の
ビ
ギ
ク
ラ
は
「
名
曲
の

秘
密
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
毎
回

名
曲
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
楽
し

い
講
座
で
す
。
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
毎
回
異
な
る
楽
器
の
音
色
を

鑑
賞
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時　

５
月
16
日
（土）

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
12
時

■
場
所　

雁
宿
ホ
ー
ル　

講
堂

■
定
員　

１
０
０
名
（
抽
選
）

■
内
容　

第
１
回
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
第
９
の
隠
さ
れ
た
秘
密
」

■
講
師　

山
本 

雅
士 

氏（
セ
ン
ト

ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
音
楽
主
幹
）

■
申
込
み
・
問
合
わ
せ　

４
月
23

日
（木）
ま
で
に
、
講
座
名
・
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
年
齢
を
記
入
の
う
え
、
ハ

ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

生
涯
学
習
課
へ

　

〒
４
７
５
│

０
９
１
８

　

雁
宿
町
１
│

22
│

１

　


8
７
３
４
１
□FAX
8
７
６
２
９

　

Ｅ
メ
ー
ル　

shougai@
city. 

handa.lg.jp
※

受
講
決
定
者
に
は
ハ
ガ
キ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

ロビーコンサートのロビーコンサートのロビーコンサートの

■時間　１２時１５分～１２時４５分（予定）
■場所　雁宿ホール　市民ロビー
■問合わせ　生涯学習課　２３-７３3１
※演奏をご希望の方もお問い合わせください。
　なお、使用する楽器などによってはご希望に
　添えない場合もあります。

４月から月に一度土曜日に、ロビーコンサートを開催しま
す。アコースティックな演奏をぜひ間近でご鑑賞ください。
■開催日・演奏形態など

♪我が母の教え給いし歌
♪ヴェニスの謝肉祭 など

４月２５日（土）

演奏形態月日（曜） 主な曲目

♪愛の挨拶
♪ラグ・タイム・マーチ など

♪天空の城ラピュタより
♪となりのトトロより など

フルート＆歌＆
ピアノアンサン
ブル

♪シシリエンヌ
♪ハナミズキ など

室内楽
アンサンブル

フルート＆
サックス＆ピア
ノアンサンブル

フルートソロ

知多ギターアンサン
ブルメンバー

森川みづき
鈴木里奈
宇野伊世

respiro
武田詩織・岩井若葉・
久野絵美

青木志織

半田市民管弦楽団員

演奏者

ギター
アンサンブル

♪エル・チョクロ
♪愛のシャリオ など

７月１１日（土）

６月２０日（土）

８月２９日（土）

５月２３日（土）

ご
案 内
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講
習
・
講
座

募
　
集

半
田
病
院
正
規
職
員
募
集

（
助
産
師・看
護
師
）

半
田
病
院
臨
時
職
員
募
集

（
助
産
師・看
護
師・准
看
護
師
）

講
座・イ
ベ
ン
ト
情
報
誌

（
平
成
２７
年
度
前
期
分
）

■採用予定時期・職種・人員・資格など

■職種・資格

■幸せな生き方講座の日時・内容

髙橋カウンセリング研究所 半田分室

佐久間 淳子 カウンセリングルーム

想い・悩み・苦しんでいるあなたへ

・面談場所等／乙川北部記念館　毎週木曜日 AM10:00～PM5:00　50分間：3,000円
・自宅／半田市上池町１丁目29番地の２　TEL28-3032　携帯080-2618-2635（要予約）

心理カウンセラー

「今」、真に語り合える人が居たら、ど
んなに心強いことでしょう。
そんなとき、私はあなたと共に居ます。
そして、あなたが来談目的を達成されま
すよう、ご一緒させていただきます。

助産師・看護師の
両方の資格を
有する方
看護師の資格を
有する方
助産師・看護師の
両方の資格を
有する方

人員 資格

助産師

２０名
程度

看護師

助産師

看護師の資格を
有する方

４０名
程度

昭和３１年
４月２日以降に
生まれた方

年齢要件

昭和３０年
４月２日以降に
生まれた方

看護師

７月１日

採用予定
時期

平成２８年
４月１日

職種

准看護師

看護師

職種

助産師

准看護師の資格を有
する方

看護師の資格を有す
る方

資格

助産師・看護師の両
方の資格を有する方

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
幸
せ
な

生
き
方
講
座（
前
期
）

■
試
験
日　

５
月
23
日
（土）

■
試
験
方
法　

面
接
試
験
、
ク
レ

ぺ
リ
ン
検
査

■
提
出
書
類

◇
半
田
市
採
用
候
補
者
試
験
申
込
書

※
当
院
指
定
の
様
式
（
病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）

◇
助
産
師
免
許
証
（
写
）
、
看
護

師
免
許
証
（
写
）
、
ま
た
は
卒

業
（
見
込
）
証
明
書

◇
健
康
診
断
書

■
申
込
み
・
問
合
わ
せ　

５
月
14

日
（木）
ま
で
に
、
半
田
病
院
看
護

局
へ　


7
９
８
８
1

■
募
集
人
員　

10
名
程
度

■
採
用
予
定　

５
月
１
日

■
勤
務
時
間　
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
半
日
勤
務
も
可
）

■
試
験
日　

随
時
（
応
相
談
）

■
試
験
方
法　

面
接
試
験

■
提
出
書
類

◇
履
歴
書
（
Ａ
３
サ
イ
ズ
、
顔
写

真
貼
付
必
要
）

◇
助
産
師
免
許
証
（
写
）
、
看
護

師
免
許
証
（
写
）
、
准
看
護
師

免
許
証
（
写
）

◇
健
康
診
断
書

■
申
込
み
・
問
合
わ
せ　

４
月
13

日
（月）
ま
で
に
、
半
田
病
院
看
護

局
へ　


7
９
８
８
1

楽
し
く
幸
せ
な
セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ
を
送
る
た
め
に
、
必
要
な
知
識

や
人
と
の
関
係
を
築
く
講
座
で
す
。

■
時
間　

10
時
〜
12
時

■
場
所　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
ク
ラ
シ
テ
ィ
３
階
）

■
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

３
，３
０
０
円
／
６

回
（
教
材
費
込
）

■
申
込
み
・
問
合
わ
せ　

５
月
７

日
（木）
ま
で
に
電
話
、
メ
ー
ル
で

D
o 
Can 

ふ
れ
あ
い
ね
っ
と

（
茅
野
）
へ

　


０
５
２
│

４
６
２
│

８
６
４
3

　
Ｅ
メ
ー
ル　

kayano@do-can.org

※
本
事
業
は
、
市
民
活
動
助
成
金

交
付
決
定
事
業
で
す
。

４
月
か
ら
９
月
ま
で
に
行
わ
れ

る
各
種
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を

掲
載
し
た
冊
子
を
、
市
内
公
共
施

設
に
設
置
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
設
置
場
所　

市
役
所
、
雁
宿
ホ

ー
ル
、
図
書
館
、
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
な
ど

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　


8
７
３
４
１

※７０分の講座の後、茶話会を３０分程度行います。

８月２０日（木）

１０月１５日（木）

７月１６日（木）

９月１７日（木）

月日(曜)

６月１８日（木）

５月１４日（木）

「ハンドマッサージ」
手は全身のツボと繋がっています。手を
マッサージすることによって全身の活性
化が図れます

「幸せなセカンドライフに必要なこと」
セカンドライフに必ず必要な“健康・お
金・家族と友人・生きがい”を作る方法を
一緒に考えましょう

内容

「手相で見る自分の才能は？」
手相にはこれまでの自分とこれからの自
分が現れます。基本的な３本の線の見方を
習って、これからの人生に活かしましょう

「笑いヨガとリラクゼーション法」
笑いヨガと自律訓練法などを組み合わせ
たリラクゼーションのやり方を学びます

「筆跡で知ろう、自分を！」
筆跡にも自分が現れます。ちょっとした
筆跡の癖を直せば人生が変わります

「生活習慣の改善とこれからの健康ライフ」
介護予防のための座学と簡単なストレ
ッチを行います

広告
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ゲストティーチャーとして登録されている方が企画し、講師として開催する講座です。
ゲストティーチャー生涯学習講座受講者募集

日　時№ 会場講座名 内　　　容 参加費
(全回分)対象 講師（敬称略）定員

５月１５日、６月１９日、７月１７日の
全て金曜日
（全３回）
１０時～１２時

1 雁宿ホール
タイの伝統工芸

「ソープカービング」
を体験しよう！

タイの伝統工芸タイカービン
グ。石鹸に専用ナイフでお花を
彫ります。初心者の方用のデザ
インです。

２，４００円一般 岡部　栄子８名

６月２５日（木）、７月９日（木）
（全２回）
１９時３０分～２１時

16 雁宿ホールアートセラピーを
体験してみよう

クレヨンなどで絵を描くこと
で、ストレスを減らして癒しを
得るアートセラピーを知る講座
です。実践あり。

１，５００円一般 榊原　民恵１５名

６月２４日（水）、１１月１８日（水）
（全２回）
１０時～１２時

15 雁宿ホール
プリザーブドフラワーと
アーティシャルフラワー
の季節のアレンジメント

プリザーブドフラワーとアーテ
ィフィシャルフラワーで季節の
アレンジメント作り。６月はガラ
ス、１１月はクリスマスのアレン
ジです。

６，８００円
１８歳
以上 武内英里子５名

６月２０日、７月１８日、９月１９日、
１０月１７日、平成２８年１月１６日
の全て土曜日
（全５回）
１３時３０分～１５時３０分

14 上池公民館
日本茶をおいしく、
残さず活用！！

産地別お茶の美味しい淹れ方
と飲み比べ。お茶、お菓子とも
に四季折々にアレンジ。お茶は
残さず活用します。

４，０００円一般 大良美智子１０名

６月７日・１４日・２１日の全て日曜
日
（全３回）
１０時～１１時３０分

13 雁宿ホールおとなのための
美文字教室

文字の上手い人が何気なくや
っている「美文字に見える法
則」をポイントを交え、わかり
やすくお伝えします。

９００円３０歳
以上

さつき書道会
澤田　佳久２０名

６月６日・１３日・２０日・２７日、７月
４日・１１日・１８日・２５日、８月１日・
８日の全て土曜日
（全１０回）
１３時３０分～１４時３０分

12 雁宿ホール子ども英会話

アメリカ英会話の簡単な日常
会話から。教室内ではできる限
り英語で話します。親子で出席
可。

３，５００円小学生 野口　幹夫２０名

６月２日・２３日、７月７日、８月２５
日、９月１５日の全て火曜日
（全５回）
１３時１５分～１４時４５分

11
雁宿ホールカラーで輝き、

更に美人になる！

綺麗の秘密は色にあり。貴方の
魅力を最も引き出す似合うカ
ラーを見つけ、更に美人に生ま
れ変わりましょう！

１，８００円一般 澤田　由実５０名

６月１日・８日・２２日・２９日の全て
月曜日
（全４回）
９時３０分～１１時

10 雁宿ホール初めての
薄板アート

自然のままの薄い板状の木を
貼り合わせ、木製品の装飾を
し、絵画作品を作ります。初心
者対象です。

１，５００円一般 山田みつ子１５名

５月２７日、６月１０日・２４日、７月８
日・２２日の全て水曜日
（全５回）
１０時～１１時３０分

9 青山記念
武道館

簡単！キレイ！
楽しい♪

パステルアート

パステルを粉状にして指で描
きます。子どもから高齢者、絵
が苦手な方も簡単に楽しく素
敵な絵が描けます。

３，５００円一般 川上　ユミ１０名

５月２７日、６月２４日、７月８日、８
月２６日、９月１６日の全て水曜日
（全５回）
１３時３０分～１５時

8 雁宿ホール美になる話と
健康体操

栄養・肌の話・ストレスケアなど
の美と健康の話と、呼吸方法・
姿勢・簡単ストレッチ・笑いヨガ
など組み合わせた講座です。

１，８００円一般 蛭子屋見帆３０名

５月２６日、６月２日・２３日・３０日、
７月７日・２８日、８月４日・２５日、９
月１日・１５日の全て火曜日
（全10回）
１３時３０分～１５時

7 雁宿ホール
楽しい南京玉すだれ

初級講座

大道芸の華、南京玉すだれを大
須流家元が一から楽しく教え
ます。脳トレ、健康増進になり、
舞台の出演チャンスもありま
す。

６，５００円一般 大須くるみ３０名

５月２２日・２９日、６月５日・１９日、
７月３日・１７日、８月７日・２１日、９
月４日・１８日の全て金曜日
（全10回）
１０時～１２時

6 亀崎公民館ウクレレ教室

楽器の持ち方からハワイアン
ソングを始め、ポピュラーソン
グ、歌謡曲など４～５曲の演奏
をマスターします。

５，５００円一般 宮地　大見２０名

５月２１日、７月１６日、９月１７日、
１１月１９日、平成２８年１月２１日
の全て木曜日
（全５回）
１９時～２１時

5
乙川交流
センター
ニコパル

明日から使える！
傾聴の心得

コミュニケーションの基本です
が意外に難しい「聴く」作業。
即実践できる「傾聴」の心得を
伝授します。

２，５００円
高校生
以上 星川　浩代１５名

５月２１日・２８日、６月４日・１１日・
１８日・２５日、７月２日・９日・１６日・
２３日の全て木曜日
（全１０回）
１４時３０分～１６時

4
乙川交流
センター
ニコパル

ヒーリングヨガ

深い呼吸に合わせてゆっくりポ
ーズをとり、アロマの香りで心
と身体をリフレッシュしていき
ましょう。

３，０００円一般 日髙美由紀６０名

５月１９日、６月２日・１６日、７月７
日・２１日の全て火曜日
（全５回）
９時３０分～１２時３０分

3 亀崎公民館
基本のおだしと
和食のアイデア
レシピ

だしをとり、美味しくヘルシー
な和食を中心に毎日のおかず
のヒントを教えます。初心者も
OKです。

８，５００円一般 渡邉　大器２０名

５月１９日・２６日、６月２日・９日・
16日・２３日・３０日、７月７日・１４
日の全て火曜日、７月２３日（木）
（全１０回）
１３時～１４時３０分

2
青山記念
武道館リラックスヨガ

呼吸と身体の動きを合せてリ
フレッシュをしましょう。初めて
の方、身体の硬い方も歓迎しま
す。

３，０００円一般 松井　りさ５０名
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※半田市では常滑競艇場で年24日間のレースを開催し、その収益を事務事業の財源として活用しています。

http://www.tokoname-kyotei.gr.jp

【Ｇ１】開設62周年記念競走トコタンキング

スプリングカップ

若草特別

レース名 開催日

4月4日(土)～7日(火)

4月10日(金)～13日(月)

4月21日(火)～26日(日)

開 催 日 程

初
心
者
対
象
の

弓
道
教
室

■試験日・試験種類など

※電子申請：消防試験研究センターホームページ（http://www.shoubo-shiken.or.jp）へ
※書面申請：最寄りの消防署にある申請書を消防試験研究センターへ
※半田市開催の予備講習会については、市報4月15日号でお知らせします。

６月１４日（日）

電子申請

電子申請

書面申請

乙種第１、２、３、
５、６類・丙種

甲種・乙種第４類

全種類 名城大学天白キャ
ンパス（名古屋市）５月３１日（日）

７月 ５日（日）

６月１日（月）～１０日（水）乙種第４類 書面申請

名古屋工学院
専門学校
（名古屋市）

５月２９日（金）９時～
６月７日（日）１７時

４月１３日（月）～２２日（水）

申込み方法・期間

４月１０日（金）９時～
１９日（日）１７時

７月１２日（日）

試験日

第１回

種類

第２回

第４回

試験場所

第３回

５月１６日・３０日、６月１３日・２７
日、７月１１日・２５日、８月１５日・
29日、９月１２日・２６日、１０月１０
日・２４日、１１月１４日・２８日、１２
月１２日・２６日、平成２８年１月１６
日・３０日の全て土曜日
（全１８回）
１３時～１５時

19
半田市

陶芸作業所
ホール

陶芸教室
陶芸の知識を高め、工芸術の
教養を身につけることができ
る、初心者対象の講座です。

５，４００円60歳
以上

陶芸作業所
指導員１２名

７月２６日、８月９日・２３日、９月２７
日、１０月２５日、１１月２２日の全
て日曜日
（全６回）
１３時３０分～１５時３０分

18 協和公民館
五節句の

お祝い包みと飾り物
折形礼法

折形礼法とは人に物を送る時
の、包みや飾り物としての方式
です。今回は五節句の形を和紙
で折り色紙に飾ります。

４，８００円
小学生
以上 吉森　潮子２０名

日　時№ 会場講座名 内　　　容 参加費(円)
(全回分)対象 講師（敬称略）定員

７月５日・１２日・１９日、８月２日・９
日・２３日・３０日、９月６日の全て
日曜日
（全８回）
１０時～１２時

17 雁宿ホール
夏休みはピアノに
チャレンジ♪

やさしいピアノ講座

家族２人でも受講でき、２人目
は小１以上ならOK。読譜、リズ
ム、ソロ、連弾。ミニ知識、講師
の生演奏あり。

４，０００円
ビギナー
から

初級レベル
稲生　勝尋２０名

■申込み・問合わせ
４月１7日(金)までに、講座名・郵便番号・住所・氏名・電話番号・年齢を記入のうえ、ハガキ、ＦＡＸ、Ｅメールで
生涯学習課へお申し込みください。
なお、申込み多数の場合は抽選とし、受講決定者にはハガキでお知らせします。（４月２８日発送予定）
ゲストティーチャー登録者の詳細は、市のホームページをご覧ください。
≪送付先≫　〒475-0918　雁宿町1-22-1（雁宿ホール内）　２３-７３４１　□FAX２３-７６２９

Eメール　gtkouza@city.handa.lg.jp

広告
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高齢者のためのパソコン教室
４月から次のコースを開講します。
■日時　月曜日　１３時～１５時、１９時～２１時
　　　　水曜日　９時３０分～１１時３０分
　　　　木曜日　１９時～２１時
　　　　金曜日　９時３０分～１１時３０分
■場所　ベタニアホーム（桐ヶ丘）
■対象　パソコン初心者で６０歳以上の方
■定員　８名（先着順）
■費用　５，０００円（資料代込）
■申込み・問合わせ　ＮＰＯ法人ベタニアホーム　２２-６４４４

ふるさと散歩下半田編参加者募集
昔、成岩の湊と呼ばれた半田港の歴史と北荒居地区を

巡ります。
■日時　４月２５日（土）　９時～１１時３０分
■集合場所　半田港歯科医療センター東　８時４５分集合
■参加費　３００円（保険代込）
■申込み・問合わせ　４月２３日（木）までに、電話、ＦＡＸで
半田市観光協会へ　３２-３２６４　□FAX２２-４３２１

フレンドシップコンサートｉｎ半田Vol．９
半田ジュニアブラスバンドとオーストラリア・コアラズオ
ーケストラの音楽交流・合同演奏会を開催します。
■日時　４月１１日（土）　１４時～１６時
■場所　雁宿ホール 大ホール
■入場料　無料
■問合わせ　半田ジュニアブラスバンド事務局（マツイシ
楽器内）　２５-２３０１

半田混声合唱団「団員募集！」
■練習日時　毎週土曜日　１８時～２１時
■練習場所　主にさくら小学校
■対象　中学生以上で練習に参加できる男女（特に男性
を募集）
■内容　毎年、定期演奏会を開催
■問合わせ　半田混声合唱団（小栗）　２９-２３５９

第１７回移山会書展
■日時　４月１８日（土）・１９日（日）　１０時～１６時
■場所　雁宿ホール　第１・２会議室
■入場料　無料
■問合わせ　書道研究移山会（片岡）　２７-５３８０

ランナーのためのヨガトレーニング
楽に長く走れる体を作る体幹トレーニングとストレッチ

を室内でします。
■日時　４月１１日（土）・１８日（土）　９時３０分～１０時４５分
■場所　青山記念武道館
■対象　ビギナーから記録を目指す方まで
■費用　１，０００円／１回
■申込み・問合わせ　半田ヘルシーヨーガ（日比）
　　　　　　　　　　０７０-５６５８-４０１９

スポーツ吹矢無料体験会
気楽に楽しく体験してみませんか？県内会員数が千人

を超えました。小学生も大歓迎！
■日時　４月８日（水）・２２日（水）　１３時３０分～１５時３０分
　　　　４月１９日（日）・２６日（日）　9時３０分～１1時３０分
■場所　青山記念武道館
■問合わせ　スポーツ吹矢半田翼（石井）　２４-３３３９

次回受付について

６月 １日号…４月８日（水）～４月２２日（水）
６月１５日号…４月２７日（月）～５月１１日（月）
７月 １日号…５月１２日（火）～５月２６日（火）

受付件数　各号８件（先着順）
申込方法　掲載申請書を秘書広報課へ（ＦＡＸ・Ｅメール可）
※掲載には制限があります。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

受付
期間

市営住宅空家入居者募集市営住宅空家入居者募集
抽 選 受付期間 4月1日（水）～４月１5日(水）

詳しくは、建築課へ　８４-０６７０

緑ヶ丘
（昭和60年）

棟号室
（間取り）

住宅名
(管理開始年)

２－３０４                 
（３ＤＫ）

緑ヶ丘
（昭和60年）

１－４０２                 
（３ＤＫ）

緑ヶ丘
（平成８年）

１２－２１０                 
（３ＤＫ）

一本木西
（昭和50年）

Ａ－３０３
（３Ｋ）

上池
（昭和53年）

３０７
（３ＤＫ）

大高
（昭和56年）

２－３０６                    
（３ＤＫ）

横川
（昭和51年）

３０８                    
（３Ｋ）

鴉根
（昭和６３年）

２－３０４                 
（３ＤＫ）

家　賃（円）

みんなのひろば

講
習
・
講
座

救
命
講
習

定員
（先着順）講座名 日時 内容場所

心肺蘇生法・ＡＥ
Ｄ・搬送法・外傷
手当・その他

半田消防署
５月３日（祝）
９時～１８時

５月１０日（日）
９時～１２時

30名
半田消防署 
21-1492

東浦支署
0562
83-0119

心肺蘇生法（主
に成人を対象）・
ＡＥＤ・その他

上級救命
講習

２０名

申込み・
問合わせ

半田消防署
東浦支署

普通救命
講習Ⅰ

５月１３日（水）
１３時３０分～１５時

半田消防署
成岩出張所 
24-0119

心肺蘇生法（主
に成人を対象）・
ＡＥＤ

２０名
半田消防署
成岩出張所

救命入門
コース

■日時・場所など

※年度計画及び詳細は、消防ホームページで確認してください。
２２，４００円～４４，１００円

１１，７００円～２３，０００円

１５，０００円～２９，４００円

１７，５００円～３４，４００円

１８，１００円～３５，５００円

１６，８００円～３３，１００円

１３，２００円～２５，９００円

１８，５００円～３６，４００円



▲蔵のまち円卓会議の様子

あたたかいおもてなしを目指しています。

半田市では「みんなでいっしょに大作戦」を合言葉に、市民のみなさんと力を合わせて、より住みやすいまちにしていく
ことを目指しています。このコーナーでは、さまざまな取り組みをされている市民のみなさんの顔とともに、その取り組み
の様子をお届けします。

市
政
ニ
ュ
ー
ス

情
報
コ
ー
ナ
ー

催
し

募
集

講
座
な
ど

市民のみなさんととも
に、観光おもてなし事業を
すすめている（特非）半田
市観光協会は、市内の観
光スポットをつなぎ、賑わ
いを点から面に広げるた
め、回遊性のある観光ま
ちづくりを「蔵のまち円卓
会議」において話し合って
います。
その中の一つの取り組

みとして、2月28日と3月1
日に巡回バスを運行し、

「はんだ蔵のまち桃の節句」を開催した蔵のまちエ
リアと新美南吉記念館や、図書館・博物館などの観光
スポットを結びました。また、巡回バスには観光客や
市民のみなさんが乗車し、〝ときめき半田まち歩き若
者観光ナビゲーター″が半田の歴史や観光名所など
を紹介しました。
４月からアイプラザ半田が観光情報発信拠点に変
わりました。あたたかいおもてなしの心で半田市の
観光やイベントを盛り上げていきたいと思います。

特定非営利活動法人
半田市観光協会
事務局長

松見 直美 さん

はんだ市報25

アイプラザ半田が観光情報発信拠点としてスタート!!

※（特非）半田市観光協会の事務局移転に伴い、蔵のまち観光案内所（小栗家住宅内）は３月末日で閉所となりました。

【問合わせ】 半田市観光協会　３２-３２６４　□FAX２２-４３２１　Ｅメールinfo@handa-kankou.com

４月からアイプラザ半田は（特非）半田市観光協会が指定管理
者となり、観光情報発信拠点として、管理・運営します。従来から
の貸館業務に加え、新たに観光振興に関する業務を行います。

１．「観光」情報発信の拠点として
　・観光物産品の展示、観光情報の提供
　・北側駐車場を観光客の駐車場として活用
２．イベント・コンベンション事業
　・講堂や小ホールの貸館機能の活用
　・自主イベントの開催
３．施設利用者や観光客へのサービス向上
　・アイプラザ半田及び市内開催イベントの
　　チケット等受託販売
　・レンタサイクル
４．広域観光の推進
　・知多半島観光圏協議会事務局との連携強化

▲観光ナビゲーターと一緒に半田のまちを巡回しました
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植物油インキ使用
再生紙使用

半六庭園オープン！

萬三の白モッコウバラ祭

半六庭園オープン！

萬三の白モッコウバラ祭
国登録有形文化財「小栗家住宅」の庭にある大きな白モッコウバラの木。毎年４月中
旬から５月初旬、可憐な白い花がたわわに咲きます。
今回のお祭りは、２０１２年に半田市の天然記念物に指定された白モッコウバラのお花
見を中心に、その開花を祝い、運河や蔵のある半田固有の風景のなかで季節を楽しむ
お祭りです。また、「萬三の白モッコウバラ」の幹がハート型に見えることから「ハート」
をテーマにした企画が行われ、花酵母を使った「花酵母酒」も販売します。
※車でお越しの方は、アイプラザ半田北駐車場をご利用ください。
■日　　時　４月１８日（土）・１９日（日）
　　　　　　１０時～１６時
■場　　所　小栗家住宅（中村町１-４０）、
　　　　　　半田運河・蔵のまち周辺
■内　　容　萬三の白モッコウバラのお花見
　　　　　　ギャラリー＆カフェ
　　　　　　モッコウバラグッズの限定販売
　　　　　　半田市観光ブースの出店
■問合わせ　半田市観光協会　３２-３２６４

江戸時代から海運業、醸造業でさかえ、代々地元の発展に貢献した名家、中埜半六家。
その庭園を、市民の憩いの場、半田市を訪れる方々のおもてなしの場として開園します。
■開 園 日　４月１８日（土）～
※庭園内にある旧中埜半六邸母屋の改修工事が終了する秋（１０月末予定）までは、土
日及び祝祭日のみの開園とします。

■開園時間　９時～１７時
■場　　所　中村町１-７

■問合わせ　観光課　８４-０６８９
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